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１．概要（Summary）

合成生物学の目標の一つは，コンピュータモデルによ

り設計された遺伝子回路の細胞内の挙動を予測し，構築

をすることである [1][2]．これを実現するためには，タンパク

質や細胞の形質の変化を観察し，蛍光度，増殖速度，発

現量などのパラメータを測定して，実験とコンピュータモデ

ルの一致を評価する必要がある．大腸菌個々のタンパク

質発現や形質のパターンを定量的に解析するために，マ

イクロ流体デバイスが用いられている．本研究では，研究

室内でマイクロ流体デバイスを作製できるようにすることに

加え，研究室内で既に構築されているが、その遺伝子発

現の挙動を詳細に調べていない遺伝子回路の解析する

ためのマイクロ流体デバイスを作製した．

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

・両面マスクアライナ

・表面極微細構造測定装置

・簡易 SEM
・ダイシングソー

【実験方法】

Fig.1, 2 のような 2 種類のマイクロ流体デバイスを作製

した．マイクロ流体デバイス作製では，UV フォトリソグラフ

ィーにより作製した．まず，6inch シリコン基板を 45 ×

55 mm にカットし，ネガティブ型フォトレジストである

SU-8 をスピンコートによりコーティングする．1 重露光，ま

たは，2 重露光し，鋳型を作製する．その後，鋳型に

PDMS 樹脂を流し込む．固まったら，Inlet，Outlet の

ための穴を開け，スライドガラスをプラズマ接着する．最後

に流路に疎水コーティングを施す．

マイクロ流体デバイスの鋳型をそれぞれ Table.1, 2 の

設定で作成した ．膜厚を狙い通りに作製するために

SU-8 のデータシート [3][4]を参考にした．

Fig. 1  Overview of microfluidics device 1.

Fig. 2  Overview of microfluidics device 2.

Table.1 Setting  for  fabr icat ion of  microf luidics dev ice  1

Table.2 Setting  for  fabr icat ion of  microf luidics dev ice  2

３．結果と考察（Results and Discussion）

マイクロビーズ作製用マイクロ流体デバイスを一重の

UV フォトリソフラフィで作製した鋳型作製した鋳型を電子



顕微鏡 (SEM) で fig.3 のように撮影した．鋳型から実験

方法でマイクロ流体デバイスを作製した．Fig.4 にマイクロ

流体デバイスを示す．このように，UV 露光により，パター

ンが形成され，マイクロ流体デバイス作製時においても，

パターンが形成されていることがわかる．

GFP 発現を観察するデバイスを二重の UV フォトリソ

グラフィを用いて作製した鋳型を電子顕微鏡 (SEM) で

fig.5 のように撮影した．鋳型から実験方法でマイクロ流体

デバイスを作製した．Fig.6 にマイクロ流体デバイスを示

す．このように，UV 露光により，パターンが形成され，マイ

クロ流体デバイス作製時においても，パターンが形成され

ていることがわかる．

Fig. 3 SEM images of templates for microfluidics1
(Inlet(Oil)、Inlet(sample), fabrication of micro beads、
Outlet).

Fig. 4 Images of microfluidics device 1.

Fig. 5 SEM images of templates for
microfluidics1(Inlet、media flow, Trapping chamber).

Fig. 6 Images of microfluidics device 2.
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